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剣道における打突の有効性と上下肢の

協調について一面・小手・胴打ちの場合一

植 田 史 生長

1.緒白

n. 測定方法

m. 整理方法

N. 結果の考察

V. 総括

1 .緒 に1

剣道は，周知のとおり個人対個人が相対し，攻め合いのなかから技を出し，打突部位を充実

した気勢，適法な姿勢をもって竹万の打突部位で正確に打突することを目的としている。

剣道の打突は，相手の距離，方向，高さの相違によって，その動作も多少異なる。特に両下

肢動作の協調の度合が，面，小手，胴の各技を行なう場合に違ってくるのではなし、かと考えら

れる。

そこで本研究は，相手との攻め合いのなかから，正面，右小手，右胴打ちを対象に L，各技

が成功するときの上下肢の協調がし、かに行なわれ，打突を有効ならしめているかを検討した。

これらの各技の上下肢の特性を知ることは，剣道の指導を行なう上において重要な要素のひと

つであると思われる。

n. 測定方法

1.対象

被験者は，剣道経験者で連日練習を行なっている大学生であり，段位は 3段，平均年齢19歳

の者， 5，名とした。

2. 対象動作

ぶ慶庭義塾大学体育研究所助手
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剣道における打突の有効性と上下肢の協調について

対象動作は，基本打突動作の中から，正面打ち，右小手打ち，右胴打ちとした。

(1) 正面打ちは，相手の面部の正面部(頭の真上の面蒲団〉を打突するものである。

(2) 右小手打ちは，相手の小手部の右小手(拳以外の部分〉を打突するものである。

(3) 右胴打ちは，相手の胴部の右胴〈胸当てと下部の胴額を除いた部分で，胴を二つに割った右側〉

を打突するものである。

3. 測定個所

藤田恒太郎の「人体計測」を参考にして，打ち手の竹万先端点，左右こぶし点，右内果点，

左外果点とした。なお，右こぶし点は，小手の右母指指節点に印をつけ，左こぶし点は，小手

の左中指指節点に印をつけて測定した。

4. 測定方法

(1) 動作の起こりから打突終了までを 16ミリカメラ〈フィルム速度64コマ/sec)で撮影した。

(2) 撮影方向は，打ち手の左側面からとした。

(3) 相互に中段の構えで，竹万先端がふれあう間合より攻め合い，自由に技を出すように指

示をした。

m. 整理方法

前記した測定方法により測定した各対象動作の中から，成功例のみを抽出した。成功例は，

全日本剣道連盟の試合規則，第7条の有効打突「有効打突は，充実した気勢，適法な姿勢をも

って竹万の打突部で打突部位を正確に打突したもの」で，その有効打突の基準を満たしている

ものである。なお，その判定は，剣道警7段 1名， 6段 2名により行なった。その成功例をもと

に，竹万の起こり〈動作開始の規準とした〉から打突までの竹万先端点， 左右こぶし点，右内果

点，左外果点を水平速度〈前・後方向の平均移動速度)，垂直速度〈上・下方向の平均移動速度〉と各

打突の軌跡をもとめ検討を行なった。

IV. 結果の考察

本研究は，各打突動作の成功例の竹万の起こりから打突までの移動過程における，竹万先端

点，左右こぶし点，左右足果点の水平速度，垂直速度を図に表わし考察を試みたものである

が，その各図の中で，竹万の起こり，竹万振り上げ最高時，打突瞬時の速度がゼロを示してい

るのは，起こりの場合の始めの速度と竹万振り上げ最高時から方向が変わる際と，打突時の竹

万の速度停止をあらわしているものである。また，足果点の図の起こり点からの移動過程は，
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起こり点の高さ(当然，足果点であるので床面から高い位置にある〉を規準にして図にし検討を行

なった。なお，各対象動作の図は，成功例が同一傾向を示していたので，その中の各 1例を抽

出し表わしたものである。

1. 正面打ち

図1は，竹万先端点の水平速度と垂直速度の変化過程を表わした曲線である。竹万の起こり

から竹万振り上げ最高時までは，竹万が動き出してから両速度とも速度を増しているが，特に

垂直速度は急激に増加し，竹万振り上 図1 (正面打〕竹万先端点の水平速度と垂直速度

げ最高前には水平速度の倍以上の速度 M/SEC， 

9 一一水平速度

一一垂直速度

。面打瞬時

マ竹万振り上げ
最高時

になり，垂直速度の最高値を示してい

る。これは，竹万の方向が前方へ移動

する速度より振り上げ、のための速度が

速いことを示すものと思われる。竹刀

振り上げ最高時から面打瞬時をみる

と，水平速度が急激に増し，垂直速度

の倍ちかくになり，水平速度の最高値

を示している。このことは，起こりか

ら竹刀振り上げ最高時の傾向とはまったく逆の傾向であり，竹万の前方への移動速度が竹刀の

マ 。

8 

7 

6 

5 

4 

3 

振り下ろし速度よりはやく行なわれているものと思われる。また，起こりから竹万振り上げま

での両速度の関係より竹万振り上げ最高時から打突までの両速度の関係がはやく行なわれてい

るのがみられる。このことは，竹万振り上げより振り下ろしの方が速い動作で行なっているも

のと思われる。

図2の右こぶし点の場合をみると， 図2 (正面打〉右こぶし点の水平速度と垂直速度

竹万の起こりから竹万振り上げ最高時 M/SEC. マ 。

まで、は，竹万の起こりから水平速度が

速度を増しているのにくらべ，垂直速

度は始めは速度がみられず，少し遅れ

て速度を増して動作が行なわれている

のがみられる。その後，両速度とも徐

々に速度を増しながら竹万振り上げ最

高時に達している。このことは，右こ

ぶしが竹万の起こりとともに一旦前方

9
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に出し，それから振り上げ動作を行なっているものと思われる。竹万振り上げ最高時から面打

瞬時をみると，両速度ともに急激に速度を増し，その後，一旦両速度とも減少し再び速度を増

して打突を行なっているのがみられる。特に垂直速度が竹万振り上げ最高から打突に移行する

際，一旦急激に速度を減少させゼロになっているが，これは，こぶしを前方ヘ送り出すためで

あり，より水平速度をはやめるために，このような傾向がみられるものと思われる。

図3の左こぶし点をみると，竹万の

起こりから竹万振り上げ最高時まで

は，水平速度が竹刀の動作の始まりか

ら次第に速度を増 L，竹刀振り上げ最

高前で最も速度が速くなり竹万振り上

げ最高時に移行している。それに対

し垂直速度は，竹万の起こりからさ

ほど速度の変化を示さず，竹刀振り上

げ最高前に多少速度をはやめているの

がみられる。このことは，竹万を振り

上げる際に，左こぶしを突き出すように前方ヘ移動してから竹万を振り上げるものと思われ

る。竹万振り上げ最高時から面打瞬時までは，水平速度がより先行しながら打突に移行してい

図3 (正面打〉左こぶし点の水平速度と垂直速度

M/SEC. マ 。

9 一一水平速度

8 一垂直速度

7 。面打瞬時

6 マ竹最万高振時り上げ

5 

4 

3 

るのがみられ，打突する少し前に垂直速度が先行する傾向を示している。これは，竹万を振り

下ろす際に始めは前方にはやく竹万を出し，打突する直前で、打突のための左こぶしの作用が行

なわれているものと思われる。

図4の右足果点(右内果点〉をみると，竹万の起こりから竹万振り上げ最高時までの傾向

は，水平速度が竹万の起こりから速度を増し，竹万振り上げ最高前で一旦減少して再び増加を

示し，竹万振り上げ最高時に移行して

いる。垂直速度は，竹万の起こりから

竹万振り上げ最高前まで速度がみられ

ず，竹万振り上げ最高前から速度を増

し，竹万振り上げ最高時に移行してい

る。これは右足の踏み込みをあらわ

し動作の始めに瞬発的に前方へ足を

踏み出しているものと思われる。竹万

振り上げ最高時から面打瞬時までをみ

ると，水平速度は，竹万振り上げ最高

図4 (正面打〉右足果点の水平速度と垂直速度
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n
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前から多少速度が増加しているが，竹万振り上げ最高後には徐々に減少がみられる。垂直速度

は，竹万振り上げ最高後に一旦わずかであるが速度が減少するが，すぐに再び速度を増し打突

へと移行しているのがみられる。また，面打瞬時にも両速度の値がみられる。これは，竹万振

り上げ最高時からの右足果がある一定の速度で移動し，打突時でも床面に着床していないもの

と思われる。

図5の左足果点、(左外果点〉をみる

と，竹万の起こりから竹万振り上げ最

高までは，両速度とも速度変化がみら

れない。これは未だ左足が着床してい

図5 (正面打)左足果点の水平速度と垂直速度

M/SEC. マ 。

qu
内
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一一水平速度

司ー-垂直速度

。面打瞬時
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われる。竹万振り上げ最高から面打瞬

るために，このようになったものと思 5 

4 

時には，水平速度が増加を示し，面打ー速 2

前には多少減少を示している。垂直速 引
度は，水平速度より遅れて速度を増し '----移動過程

ているが，すぐに減少を示している。これは，左足の引きつけを意味し，竹刀振り上げ最高時

から打突まではやい速度で引きつけが行なわれているものと思われる。特に水平速度において

は，面打瞬時まで速度を増して移行するのがみられる。

以上のことから，正面打ちを総合的に考察すると，竹万先端は，竹万振り上げ時に垂直方向

に大きな速度を示し，竹万振り下ろし時に水平方向に大きな速度を示している。左右こぶし

は，竹万振り上げ時も振り下ろし時も水平方向に大きな値を示し，特に左こぶしでは，竹万振

り上げ時に水平方向に大きな値を示している。これは，体が前へ前進するのにともない，左こ

ぶしでリードしながら竹万を振りかぶり，前方へ振り下ろしているものと思われる。下肢動作

をみると，右足果は，起こりより水平方向に徐々に速度を増し，竹万振り上げ最高前に垂直方

向に速度を示している。また，左足果では，水平方向は竹万振り上げ最高より速度を示し，垂

直速度は竹万振り下ろし時に速度を示している。水平速度，垂直速度ともに面打瞬時には，左

右足果とも速度がみられている。これらのことは，竹万の起こりには右下肢はまだ振り上げて

なく，竹万の振り上げ最高前に振り上げられ，竹万振り下ろしとともに踏み込み動作が行なわ

れていると思われる。また，正面打突瞬時には，右足を高く遠くへ振り上げ踏み込んでいる

が，着床は行なわれていないものと思われる。

2. 右小手打ち

図6は，右小手打ちにおける竹万先端点の水平速度と垂直速度の変化過程を表わしたもので

- 35ー



剣道における打突の有効性と上下肢の協調について

ある。竹万の起こりから竹万振り上げ最高時までは，垂直速度が竹万の起こりから急激に増加

し竹万振り上げ最高前で最高値を示している。水平速度は，竹万の起こりから多少の増減は

あるが，さほど大きな速度は示さずに

竹万振り上げ最高時に移行している。

特に垂直速度が水平速度の約 6"'-'7倍

の速度がみられた。これは，小手打ち

とし、う瞬時に打突することが必要とさ

れる技のために，竹万を瞬時に振り上

げたのでこのような傾向になったもの

と思われる。竹万振り上げ最高時から

小手打瞬時までをみると，竹万振り上

げ最高時から両速度とも急激に速度を

図6 (右小手打〉竹万先端点の水平速度と垂直速度

M/SEC. 。
9 一一水平速度

8 ーーー垂直速度

7 J ，，、 。小手打瞬時

6 ，i，，、、、R ー マ最竹高万振時り上げ
5 

4 

増し打突へ移行している。特に，竹万が動き始めてから打突までの間，常に垂直速度が水平

速度より速い傾向がみられるが，これは前記したように，小手打ちとしづ瞬時に竹万を振り上

げ，振り下ろすという技の特性からこのような傾向になったものと思われる。

図7の右こぶし点の場合をみると，

竹万の起こりから竹万振り上げ最高時

までは，水平速度において，竹万の起

こりから速度を増しながら竹万振り上

げ最高時に達している。しかし，垂直

速度は竹万の起こりから速度を一旦は

やめ，すぐに速度を減少させているの

がみられる。これは，竹万を振り上げ

る際に右こぶしを前に出しながら振り

上げているものと思われる。竹万振り

図7 (右小手打〉右こぶし点の水平速度と垂直速度

M/SEC・マ o 

9 一一水平速度

8 -ーー垂直速度

7 。小手打瞬時

6 マ最竹高万振時り上げ
5 

4 

3 

上げ最高時から小手打瞬時までは，両速度ともに速度を増しながら打突へと移行しているのが

みられる。特に，竹万の起こりから打突まで，水平速度があまり変化せずに動作が行なわれて

いるのがみられる。このことは小手打ちの場合，あまりこぶしを振り上げ、ず、に前方へこぶしを

出しながら打突動作が行なわれているものと思われる。

図 8の左こぶし点の場合をみると，竹万の起こりから竹万振り上げ最高時までは，両速度と

もに竹万の起こりより後に速度が増加を示し，竹万振り上げ最高時に達している。なかでも，

水平速度がはやい値を示している。これは，左こぶしを前に出しながら，左手首のリードによ
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剣道における打突の有効性と上下肢の協調について

り竹万を振り上げているものと思われ 図8 (右小手打〉左こぶし点の水平速度と垂直速度

M/SEC. 
る。竹万振り上げ最高時から小手打瞬 マ 0 

時までは，両速度とも速度を増しなが

ら打突へと移行しているが，竹万振り

上げ最高後は水平速度が先行してる。

しかし，打突前には垂直速度が先行す

る傾向がみられる。これは，竹万を振

り下ろす際に始めは前方に左こぶしを

出し，すぐに打突のために手首の作用

を使っているものと思われる。

図9の右足果点(右内果点〉の場合

をみると，竹万の起こりから竹万振り

上げ最高時までは，垂直速度は竹刀の

起こりから速度を増し，一旦減少しゼ

ロを示すが再び増加し減少を示しなが

ら竹万振り上げ最高時に移行してい

る。水平速度は，竹万の起こりより後

9 一ー水平速度

8 圃ーーー垂直速度

7 o小手打瞬時

6 マ竹万振り上げ

5 
最高時

4 

3 

図9 (右小手打〉右足果点の水平速度と垂直速度

M!SEC. マ o
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に多少速度がみられるが，すぐにゼロ 2 
速 tI ，' .... ¥.〆¥

を示し再び徐々に速度を増し，竹万振 厚-1f ./'ゐ
T 0 1~. _/""""、.:.v--'1 1、

り上げ最高時に移行している。これ し+移

は，右足を瞬発的に上方ヘ振り上げているためと思われる。竹万振り上げ最高時から小手打瞬

時までをみると，水平速度は徐々に速度を増しているが打突前には徐々に減少がみられる。垂

直速度は，竹万振り上げ最高前から速度が減少し，竹万振り上げ最高後に一旦ゼロを示すが，

再び増加を示し打突へと移行しているのがみられる。また，小手打瞬時には，両速度ともほと

んど速度はみられない。これは，振り上げた右足を一旦瞬発的に前方へ振り出し，すぐに振り

下ろしているものと思われる。

図10の左足果点(左外果点〉の場合をみると，竹万の起こりから竹万振り上げ最高時まで

は，竹刀振り上げ最高前に水平速度は速度の増加がみられ，竹万振り上げ最高時へと移行して

いる。垂直速度は，水平速度より遅れて速度を示しているが徐々に増加を示している。これ

は，左足の引きつけが行なわれていることを意味していると思われる。竹万振り上げ最高時か

ら小手打瞬時までをみると，両速度とも徐々に増加を示しているが最高値を示した後減少して

いる。また，水平速度が最高値を示した後に垂直速度の最高値を示している。これは，竹万振
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り上げ最高前からの左足の引きつけが

行なわれているものと思われる。

以上のことから，右小手打ちを総合

的に考察すると，竹万先端は，竹万の

起こりから竹万振り上げ時，振り下ろ

し時のどちらも垂直方向が大きな値を

示している。左右こぶしでは，竹万の

起こりから小手打ちまで水平方向が大

きな値を示している。これは，左右手

首のスナップを使って動作を行なって

図10 (右小手打〉左足果点の水平速度と垂直速度

M/SEC. マ 。

9 一一水平速度

8 一一垂直速度

7 。小手折瞬時

6 マ最竹刀高振時り上げ
5 

4 

3 

いるものと思われる。下肢動作では，右足果は，水平速度，垂直速度ともに竹万の起こりから

ほぼ同時に速度がみられ，竹刀振り上げ時，振り下ろし時ともに垂直方向が大きな値を示して

いる。また，小手打突瞬時では速度がほとんどみられない。これらのことは，打突部が竹万を持

つ手元ということで，竹万の動きが小さい動きを示し，上肢と右下肢の動きがほとんど同時に行

なわれ，右小手打突瞬時には小さく踏み込んだ右足はほとんど着床の状態であると思われる。

3. 右腕打ち

図11は右胴打ちにおける竹万先端点の水平速度と垂直速度の変化過程を表わしたものであ

る。竹万の起こりから竹万振、り上げ最高時まで、は，水平速度は，竹万の起こりから増加を示す

が，徐々に減少し竹万を振り上げ最高 図11 (右胴打〉竹万先端点の水平速度と垂直速度

前に再び急激に増加し竹万振り上げ最

高時に移行している。垂直速度は，竹

万の起こりから徐々に速度を増し

且減少した後すぐに増加し竹万振り上

げ最高時に移行している。しかし垂

直速度が水平速度よりはやく増加を示

しているものの，水平速度は垂直速度

の倍ちかくの値を示している。これ

は，竹万の方向が始めは前方に押し出

マ 。
一水平速度

一一垂直速度

。胴打瞬時

マ竹万振り上げ
最高時

され，多少右上に振りかぶっているために水平速度が垂直速度より速く示されているものと思

われる。竹万振り上げ最高時から胴打瞬時までは，水平速度が急激に増し，垂直速度の 4倍ち

かくになり，水平速度の最高値を示している。このことは，打突部位が右胴ということもあっ
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て，竹万を左斜めに振り下ろすためであり，竹万の振り下ろしも速い動作で行なわれているも

のと思われる。

図12の右こぶし点をみると，竹万の起こりから竹万振り上げ最高時までは，水平速度は，竹

万の起こりから増加を示し，一旦は減

少するが再び増加を示した後に竹万振

り上げ最高時に移行している。垂直速

度は，竹万の起こり後に増加がみら

れ，竹万振り上げ最高前まで増加し竹

万振り上げ最高時へと移行している。

これは，右手を一旦前方へ押し出し，

その後に振りかぶり動作で上方へ振り

かぶっているものと思われる。竹万振

り上げ最高時から胴打瞬時までは，水

(右胴打)右こぶし点の水平速度と垂直速度

マ 0

一ー水平速度

個圃圃圃垂直速度

。胴打瞬時

マ竹刀振り上げ
最高時

平速度は，竹万振り上げ最高時から急激に速度が増し打突へと移行している。垂直速度は，竹

万振り上げ最高時から徐々に速度を増し一旦減少した後，急激に増加がみられ水平速度の約 2

倍の値を示し打突に移行している。これは，振りかぶりの動作から右手を左に返えしながら打

ち下ろしているための動作であると思われる。

図13の左こぶし点をみると，竹刀の起こりから竹万振り上げ最高時までは，水平速度は，竹

万の起こりから増加を示し，一旦減少するが再び増加し，竹万振り上げ最高時へと移行してい

る。垂直速度は，一竹万の起こりからさ

ほど大きい速度変化は示さないが，そ

の後，速度の増加がみられるがすぐに

減少しゼロを示している。その後，速

度が再び増加し最高値を示した後に竹

万振り上げ最高時へと移行している。

これは，左こぶしを前方へ突き出しな

がら竹万を振り上げているものと思わ

れる。竹万振り上げ最高時から胴打瞬

時までは，水平速度は，垂直速度より

図13 (右胴打〉左こぶし点の水平速度と垂直速度

M/SEC・マ 0

一一水平速度

、一一垂直速度

。胴打瞬時

マ竹万振り上げ
最高時

先行し最高値を示した後減少する。その後，再び徐々に増加を示し，打突へと移行している。

垂直速度は，増加を示し打突へと移行している。これは，振りかぶった左こぶしを前方へ出し

ながら，右方向へ振り下ろし打突しているためにこのような傾向になったものと思われる。
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図14の右足果点(右内果点〉をみると，竹万の起こりから竹万振り上げ最高時では，両速度

ともに竹万が動き始めてから一時期は動きがみられないが，竹万振り上げ最高時に移行する途

中から水平速度の増加がみられ，竹万 図14 (右胴打〉右足果点の水平速度と垂直速度

振り上げ最高時で最高の速度を示して M/SEC. マ 。
19 

いる。垂直速度は，ほとんど速度変化 18 一一水平速度
17 
16 一・・垂直速度

がみられず，竹万振り上げ最高直前に 15 
14 o .E同打瞬時

多少の増加がみられる。これは，竹万
13 
12 マ最竹万高振時り上げ
11 

の動き始めが行なわれた後に，右足を 10 
9 
8 

前方へすべらせるように踏み込んでい 7 
6 

るため，水平速度が垂直速度より速い
5 

長」傾向になったものと思われる。竹万振

り上げ最高時から胴打瞬時では，両速

度ともに急激に減少し胴打ち前にはゼロになり，速度はみられない主主に打突に移行してい

る。これは，胴打ちが上肢の円運動と身体の軸転運動で打突することが要求されるため，その

動作を有効にするための右下肢の安定を示したものと思われる。

図15の左足果点(左外果点〉をみると，竹万の起こりから竹万振り上げ最高時では，水平速

度は，竹万の起こり直後に増加し，一定の速度を保っているが，竹万振り上げ直前に速度はみ

られない。垂直速度は，竹万の起こり 図15 (右胴打〉左足果点の水平速度と垂直速度

直後に多少みられるが，すぐに速度が

みられない。これは，図14との関係か

ら右足の踏み込む動作にともない，左

足の引きつけが行なわれているものと

思われる。竹万振り上げ最高時から胴

打瞬時では，竹万振り上げ最高直後に

両速度とも増加を示し，打突へと移行

している。また，打突時に水平速度の

値がみられるのは，右足の動作にとも

MどSEC・マ 0

一一水平速度

一一垂直速度

。胴打瞬時

マ竹万振り上げ
最高時

なって胴打ちの打突動作を有効にするための左足の作用，いわゆる左足の引きつけを行なって

いるものと思われる。

以上のことより，右胴打ちを総合的に考察すると，竹万先端では，竹万振り上げ，振り下ろ

しのどちらも水平方向が大きい値を示し，右こぶしでは，垂直方向が大きな値を示している。

これは，竹万振り下ろしから右胴打ちに移行する際，右手首の返えしを行ない打突に移行して
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いるものと思われる。下肢動作では，右足果は両速度とも起こりから速度はみられず，竹万振

り上げ最高時では，ともに最高値を示しているが水平方向の方が大きな値を示してし、る。ま

た，胴打ち前には速度がみられない。これらのことは，胴打ちとし、う上肢の動きが大きく，胴

打突瞬時には竹万を左斜めに振り下ろし，体を右前方向へさばきながら打突に移行するという

動作にともない，下肢動作はほとんど振り上げず，床をすべらせるような状態で足さばきを行

ない胴打ち前にはすでに着床し，胴打ちを有効にしているものと思われる。

4. 各対象動作の比較

(1) 竹万先端点

図1，図 6，図11の水平速度では，竹万振り上げ始めから竹万振り上げ最高時までと竹万振

り上げ最高時から打突までは，後者の速度が三者ともはやく，動作がはやく行なわれているの

が示されている。竹万振り下ろしの際に前方へ速度を増して打っているものと思われる。な

お，その時の各動作の最高値は正面打ちの場合，右小手打ちの約 3倍になり，右胴打ちの場合

は，正面打ちの約 2倍の値を示している。垂直速度をみると，三者とも竹刀振り上げ時に最高

値を示しており，なかでも右小手打ちが大きな値を示している。また，竹万振り下ろし時で

は，三者とも同じような値を示している。

これらのことより，正面打ちは，前へ出ながら垂直方向に竹万を振り上げ，はやい速度で前

方に振り下ろして打突に移行しているものと思われる。右小手打ちは，竹万振り上げ時，振り

下ろし時ともに垂直速度が水平速度より大きな値を示している。右小手打ちでは，垂直方向に

より速く竹刀を振り上げ，振り下ろしているのであるが，これは，瞬発的動作を要求される関

係から竹万速度が大きな値を示すものと思われる。右胴打ちは，竹万振り上げ時，振り下ろし

時ともに水平速度が垂直速度より大きな値を示している。これは，右胴打ちの動作が竹万振り

上げの際，右斜め上方向に振り上げ，振り下ろしの際，左斜め下方向に打ち下ろすために，竹

万の楕円運動が行なわれるためにこのような傾向がみられたものと思われる。

(2) 右こぶし点

図2，図 7，図12の水平速度をみると，竹万振り上げ始めから竹万振り上げ最高時までと，

竹万振り上げ最高時から打突まで、は，後者の速度が三者とも多少であるが速い傾向を示してい

る。これは，三者とも竹万振り下ろしの際に，右手は前方へ速度を増して振り下ろし打突に移

行しているものと思われる。また，竹万振り上げ時には，三者ともほとんど同じ値を示してい

る。竹万振り下ろし時には，右網打ちが大きな値を示し，正面打ち，右小手打ちの順となって

いる。これは，右こぶしの移動範囲との関係からこのような傾向になったものと思われる。垂

直速度をみると，竹万振り上げ始めから竹万振り上げ最高時までと，竹万振り上げ最高時から
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打突までは，後者の方が三者ともはやい速度を示している。なかでも，右胴打ちの場合には，

竹万振り上げ時も振り下ろし時のどちらも大きな値を示している。各動作の最高値は，正面打

ちが右小手打ちの約 2倍の値を示し，右胴打ちは正面打ちの約 6倍の値を示している。これ

は，前記したように右こぶしの移動範囲との関係によるもので，右胴打ちは，振りかぶり動作

と振り下ろし動作が大きな動作になるが，右こぶしを素早く左に返えして打ち下ろしているた

めと思われる。

(3) 左こぶし点

図3，図 8，図13をみると，水平速度では，竹万振り上げ始めから竹万振り上げ最高時まで

と，竹万振り上げ最高時から打突までは，正面打ちでは，前者の方がはやく，右小手打ち，右

胴打ちでは，後者の方が動作がはやく行なわれているのが示されている。これは，正面打ちで

は，竹万振り上げの際に左手を前方へ押し出す速度を増して振り上げているが，右小手打ち，

右胴打ちでは，竹万振り下ろしの際に左手を前方へ押し出す速度を増して打突へと移行してい

るもの主恩われる。竹万握り上げ時には，JE面打もが犬きな値を示し，竹万振り下ろし時に

は，右胴打ちが大きな値を示している。また，各動作の最高値は，正面打ち，右胴打ち，右小

手打ちの順である。これは，面と胴が距離的に遠く，右こぶし点と同様に左こぶしの移動範囲

との関係からこのような傾向になったものと思われる。垂直速度をみると，竹万振り上げ始め

から竹万振り上げ最高時までと，竹万振り上げ最高時から打突までは，正面打ちと右小手打ち

では後者の速度がはやい値を示し，右胴打ちでは，前者の方がはやい値を示している。また，

最高値は，正面打ち，右胸打ち，右小手打ちのJI買である。 これは，水平速度と合わせ考えれ

ば，正面打ち，右小手打ちは，直線的に竹万を操作して打突するが，右胴打ちは，左手を左に

返えし方向を変えて打突するためにこのような傾向になったものと思われる。

(4) 右足果点〈右内果点〉

図4，図 9，図14をみると，水平速度では，竹万振り上げ始めから竹万振り上げ最高時まで

と，竹刀振り上げ最高時から打突までは，正面打ちでは，どちらもほぼ同じような値を示して

いる。右小手打ちでは，後者が速い値を示している。右胴打ちでは，竹万振り上げ最高前から

速度変化がみられ，竹万振り上げ最高時に最高値を示し，その後，急激に速度を減少して打突

前には速度がみられず着床しているのがみられる。打突瞬時をみると，正面打ちは速度がみら

れるが，右小手打ちはほとんど速度がみられない。右胴打ちは，打突前から速度はみられな

い。これは，正面打ちでは，竹万振り上げ時に右足を前方へ振り上げ，竹万振り下ろし時に右

足を前方へ振り出し，そのまま打突へと移行し，打突瞬時においても着床していない傾向がみ

られる。右小手打ちでは，竹万振り下ろし時により速い速度で踏み込んでおり，打突時には着

床している傾向がみられる。右胴打ちでは，竹万振り上げ最高前から右足の移動がみられ，打
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突時には着床がみられる。垂直速度をみると，最高値は，右小手打ち，正面打ち，右胴打ちの

順である。これは，右小手打ちが距離的に近いために右足が垂直方向に作用しているものと思

われる}。また，右胴打ちは，腰の回転を使い足を右方向に踏み出すために垂直速度はほとんど

みられないものと思われる。打突瞬時をみると，正面打ちは速度がみられるが，右小手打ち，

右胴打ちでは速度はみられず着床している傾向がみられる。

(5) 左足果点(左外果点〉

図5，図 10，図 14をみると， 水平速度では，竹刀振り上げ始めから打突までは，正面打ち

は，竹万振り上げ最高後に速度がみられる。右小手打ちは，竹万振り上げ最高前から速度変化

がみられ次第に速度を増し，竹万振り上げ最高後に最高値を示し，その後，速度を減少させな

がら打突へと移行しているのがみられる。右胴打ちは，起こりから竹万振り上げ最高時に移行

する途中で最高値を示し，竹万振り上げ最高値で速度がみられない。その後，再び速度を上げ

て打突に移行している。これは，正面打ちでは，左足は竹万振り上げ最高まで移行せず，その

後，速い速度で移行し打突している。その時，左足は着床はしないものと思われる。右小手打

ちは，竹万振り上げ最高前から左足の移動がみられ，打突時には，着床と打突がほぼ一致して

いるのがみられる。右腕打ちでは，竹万振り上げ最高前までに，一旦左足を引きつけ，竹万振

り上げ最高時には速度がみられず，その後，速度を増し再び左足を引きつけられている。打突

時には着床は行、なわれていないと思われる。垂直速度は，竹万振り上げ始めから竹万振り上げ

最高までと，竹万振り上げ最高から打突までは，三者とも水平速度と同じような傾向がみら

れ，常に水平速度が垂直速度を先行する傾向がみられる。これは，三者とも左足の強い引きつ

けを表わしているものと思われるが，右胴打ちでは，竹万振り上げ時と振り下ろし時の二度左

足の引きつけが行なわれているものと思われる。

以上のことを総合的にみると，各打突部位の高さ，方向，距離，その時の状態で各動作の水

平速度と垂直速度は違ってくると考えられるが，各動作の上肢をみると，正面打ちでは，竹万

先端点の場合の竹万振り上げ時だけが垂直速度が大きく，その他は水平速度が大きな値を示

し，左右こぶしは，水平速度が大きな値を示している。右小手打ちの場合は打突部位がちかく

にあるために，左右こぶしは，水平方向に大きな値を示しているが，竹万先端点は垂直方向に

大きな値を示している。これは，手首の作用を効果的に使っているものと思われる。右胴打ち

では，右こぶし育、の竹万振り上げ時と振り下ろし時の垂直速度が大きな値を示し，竹万先端

点，左こぶし点では，水平速度が大きな値を示している。右胴打ちの場合は，打突するために

竹万の方向を変えなければならないので，右手で竹万を垂直方向に振り下ろすが，右手を左に

返えすために竹万先端点と左こぶしは水平方向に速度が増していると思われる。

下肢動作をみると，各動作とも水平方向に速度が増しているが，右小手打ちの左足果点は，
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図16 正面打の軌跡

図17 右小 手 打 の 軌 跡

十 ④

図18 右胴打の軌跡
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①打ち手の竹万先端点

②打ち手の右こぶ、し点

③打ち手の左こぶし点

④打ち手の右内果点

⑤打ち手の左外果点

⑥受け手の竹万先端点

⑦受け手の右こぶ、し点

③受け手の左こよし点

①打ち手の竹刀先端点

②打ち手の右主冶、し点

③打ち手の左・こぶし点

④打ち手の右内果点

⑤打ち手の友外果点

⑥受け手の竹刀先端点

①受け手の右こぶし長

⑥受け手の左こぶし点

①打ち手の竹万先端点

②打ち手の右こぶし点

③打ち手の左こよし点

④打ち手の右内果点

⑤打ち手の左外果点

⑥受け手の竹刀先端点

⑦受け手の右こぶし点

③受け手の左こぶし点

⑨受け手の右外果点

⑬受け手の左内果点
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垂直方向に速度が増している。これは，打突部位がちかくて低いので，上肢の打ち込んでいく

動作にともなって小さく踏み込んでいるためであると思われる。正面打ちは，直線的に水平方

向の速度が増し，右足の踏み込みとともに左足の引きつけが行なわれているものと思われる。

右胸打ちは，体を右方向へ転転して移動するために水平方向の速度が大きくみられていると思

われる。

5聞 各対象動作による測定個所の軌跡

図16，図17，図18は，図 1"-'図15までの各速度変化をより明確にするために各対象動作の竹

万先端点，左右こぶし点，右内果点，左外果点の打ち手と受け手の軌跡を表わした図で、ある。

図16の正面打ちをみると，面打突瞬時には右足は着床してなく，不安定な打ちであると考え

られる。

図17の右小手打ちは，小手打突瞬時には右足はほぼ着床しており，安定がある打ちと考えら

れる。

図18の右胴打ちは，胴打突瞬時には右足を着床しており，安定がある打ちであると考えられ

る。

これらのことは，正面打ち，右小手打ち，右胴打ちの方向，高さ，その時の状態等が違えば

当然上下肢の動作は違ってくるのであり，竹万の方向，体の動きからみて有効打突という現象

面からとらえると，正面打ちは，腕の方が速く，また，速く大きい動きなので右足は着床して

いない。右小手打ちは，上下肢がほぼ同時に動き，打突時には右足はほぼ着床している。右胴

打ちでは，下肢は，はじめからほとんど着床している。これは，動作が単純化されるに従っ

て，動きは大きな動きになり腕の方が速く，繊細で巧みな動作の時は右足が着床している。こ

のように，面打ち，小手打ち，胴打ちにあらわれたものを協調といえると思われる。それゆえ

に，正面打ち，右小手打ち，右胴打ちのそれぞれの技で上下肢の協調が行なわれ，その打突を

有効にしていると思われる。

V. 総 括

以上のことにより，打ち手が予知し，相手の状態を正確に判断して的確な技を出し，上下肢

が協調しているということは，相手の状態にも上下肢が協調していると思われる。それゆえ，

技にあった動作の習熟が，その技の有効性を高めるものと思われる。また，正面打ち，右小手

打ち，右胴打ちの上下肢の協調のしかたが違うということが明確になり，これは，指導上，上

肢，下肢の関係により，当然，指導方法が分けられなければならないと思われる。
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